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研究成果の概要（和文）：　本研究より、高頻度で称賛を受けていると認識していた学習者ほど、指導者に対し
て好意を持ち、情緒的な親密さを強く認識しており、指導者からの指導に対して全力で応えようとする協力的な
相補性が高いことが明らかになった。一方で称賛の言葉がけを受けていると認識している学習者ほど、サッカー
に対して高い競技意欲を示すことも明らかになったことから、指導者からの称賛の言葉がけは、学習者が認識す
る指導者との関係を肯定的なものへと変容させ、サッカーに対する競技意欲を高める可能性があることが明らか
になった。

研究成果の概要（英文）：From this study, athletes who recognized that they received praise more 
frequently had more favorable feelings, closer and more committed relationship towards their 
coaches. On the other hand, it was also revealed that athletes who recognized that they have been 
praised showed a higher motivation to play soccer. According to the results, it has seemed that 
feedbacks of praise transform the better coach athlete relationship and increase athlete motivation 
of playing soccer.

研究分野： スポーツ心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年、スポーツ指導者の指導行動の見直しが求められており、運動部活動でのガイドラインでは学習者の意欲
や自主性を促すための効果的な指導法として、指導者と学習者の間のコミュニケーションの充実が挙げられてい
た。しかし、効果的な指導に必要な指導者のコミュニケーション能力の未熟さが課題として指摘されていた。
　そのような現状の中、本研究を通じて、指導者からの称賛の言葉がけが、学習者の認識する指導者との関係を
肯定的なものへと変容させ、サッカーに対する競技意欲を高め得ることを明らかにしたことは、学術的にも社会
的にも意義のあることだといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、スポーツ指導者の指導行動の見直しが求められており、運動部活動でのガイドライン

（文部科学省, 2013）では学習者の意欲や自主性を促すための効果的な指導法として、指導者と
学習者の間のコミュニケーションの充実が挙げられている。その一方で、効果的な指導に必要な
指導者のコミュニケーション能力の未熟さが課題として指摘されている。 
学校教育の一環として実施されている運動部活動は、生徒が主体となって取り組む活動であ

るため、そこでの効果的な指導とはガイドラインにもあるように生徒の意欲や自主性を育む指
導であると言える。心理学分野では、行動の中に報酬が内在しているかたちの動機づけである内
発的動機づけの本質は、自己決定と有能さの認知であると言われている（デシ, 1985）。言い換
えれば、自分たちで工夫して練習し、技能を向上させていくことによって、学習者はスポーツの
魅力に惹きつけられ、プレーすること自体が目的である内発的動機づけがより強まっていくと
考えられている。つまり、学習者の意欲や自主性を育み得る効果的な指導法とは、スポーツに対
する内発的動機づけやその主要構成要因である運動有能感を強化させ得る指導法のことである
と考えることができる。 
内発的動機づけや有能感と指導法との関係については、質問紙による調査が行われている。た

とえば、Black and Weiss（1992）は、選手の認知している指導からのフィードバックと有能感
水準の関係性について検討し、パフォーマンス成功時における高頻度の称賛やそれら称賛と教
示的フィードバックの組み合わせ、およびパフォーマンス失敗時における高頻度の励ましやそ
れら励ましと教示的フィードバックの組み合わせが、より高い水準の有能感認知と関連してい
ることを明らかにしている。また、Amorose and Horn（2000）は、指導者からの称賛や励まし
といったフィードバックの頻度を高く認知している選手ほど、高い内発的動機づけを示す一方
で、注意や叱責といったフィードバックの頻度を高く認知している選手は、低い水準の内発的動
機づけを示すことを明らかにしている。さらに最近の研究（松井, 2014）では、称賛や励ましと
いったフィードバックの認知のみならず、叱責などのフィードバックの認知も指導者と選手の
親和的信頼関係が築けている場合には、内発的動機づけの強化に作用する可能性があることが
示唆されている。さらに、指導者からの称賛や励ましといったフィードバックの認知が、指導者
と選手の間での親和的信頼関係構築に有効である可能性も示唆されている。 
 
２．研究の目的 
本研究では中学校の部活動でのサッカー指導場面において学習者の抱く指導者との信頼関係

を定量化したうえで、指導者から学習者に対して発せられるどのような言葉がけが、指導者と学
習者の信頼関係構築に有効なのかについて検討することを目的とした。さらに、学習者が指導者
に対して抱く信頼感が学習者のサッカー有能感に影響を与える可能性についても検討した。 
 
３．研究の方法 
（1）学習者の認識する指導者との関係 
 Jowett & Ntoumanis （2004）の「コーチと競技者間の人間関係」（CART-Q）を用いて指導
者と学習者の関係性について評価した。CART-Q の測定項目は 11 項目で構成されており、そ
の内訳は「関わり」に関する 3 項目、「親密さ」に関する 4 項目、「相補性」に関する 4 項目
であった。調査対象者に対して、各質問項目に 1（まったく当てはまらない）から 7（きわめて
当てはまる）までの７段階評定で回答を求めた。 
 
（2）指導者の言葉がけの認識 
松井（2014）が作成した指導者のフィードバック行動に関する項目を参考に、サッカー用に修

正して測定した。「称賛励まし」、「叱責」、「無視」の 3 因子 16 項目で構成されており、各質問項
目に対して 5 件法（全くあてはまらない：1 点～とてもよくあてはまる：5 点）での回答を求め
た。 
 
（3）サッカー有能感尺度 
 安部ほか（2018）が作成した、ユース年代版 サッカー有能感尺度を用いて調査対象者のサ

ッカーに関する有能感について評価した。この尺度は、「状況に応じたパス＆コントロール技能」
14 項目、「スピード」4 項目、「競技意欲」4 項目、「持久力」4 項目、「ドリブル技能」4 項目、
「ヘディング技能」4項目、「守備技能」5項目、「力強さ」5項目、「リーダーシップ」3項目の
合計 9 因子 47 項目で構成されていた。各質問項目に対して 7 件法（全くあてはまらない：1 点
～非常によく当てはまる：7 点）で回答を求めた。 
 
４．研究成果 
（1）学習者と指導者の関係性と学習者の認知する指導者からの言葉がけの関連性 
学習者と指導者の関係性と学習者の認知する指導者からの言葉がけの関連性について相関分

析を用いて検討した。その結果、指導者とより親密で深く関わっていると認識している学習者の



方が、指導者からより多くの称賛を受けていると認識していることが明らかになった。また、指
導者に対して好意を持ち、情緒的な親密さを強く認識しており、指導者からの指導に対して全力
で応えようとする協力的な相補性が高い学習者の方が、指導者から無視されることが少なく、か
つ多くの称賛を受けていると認識していることが明らかになった。 
 

表 1. 学習者と指導者の関係性と学習者の認知する指導者からの言葉がけの関連性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）指導者の言葉がけと学習者のサッカー有能感の関連性 
続いて、指導者の言葉がけと学習者のサッカー有能感の関連性について相関分析を用いて検

討した。その結果、言葉がけのうち叱責を受けていると認識している学習者ほど、サッカーに関
する自身の有能感を低く評価する可能性があることが明らかになった。加えて、称賛の言葉がけ
を受けていると認識している学習者ほど、サッカーに対して高い競技意欲を示すことが明らか
になった。 
 

表 2. 指導者の言葉がけと学習者のサッカー有能感の関連性 

 
 
（3）学習者が指導者に対して抱く信頼感が学習者のサッカー有能感に影響を与える可能性 
本研究より、指導者に対して好意を持ち、情緒的な親密さを強く認識しており、指導者からの

指導に対して全力で応えようとする協力的な相補性が高い学習者の方が高頻度で称賛を受けて
いると認識していたことが明らかになった。一方で称賛の言葉がけを受けていると認識してい
る学習者ほど、サッカーに対して高い競技意欲を示すことも明らかになったことから、指導者か
らの称賛の言葉がけは、学習者が認識する指導者との関係を肯定的なものへと変容させ、サッカ
ーに対する競技意欲を高める可能性があることが明らかになった。 
指導者の叱責の言葉がけの認識については、指導者との関係については明らかな関連性は示

さなかったが、サッカーに関する有能感については、負の相関、つまり叱責を受けていると認識
している学習者ほど、サッカー有能感を低く評価する可能性があることが明らかになった。本研
究で分類した指導者の叱責の言葉がけには、否定的な表現ながらプレーの修正情報を含んだ内
容の項目も含まれていた。前述したように、松井（2014）は、指導者と選手の親和的信頼関係が
築けている場合には、叱責などのフィードバックの認知も内発的動機づけの強化に作用する可
能性があることを指摘していることから、叱責の因子の項目に対する受け取り方に個人差によ
る違いがあり、指導者との関係性との明確な関連性が確認されなかったと考えられる。 
 
 
５．研究の限界点 
 本研究は本来であれば質問紙を用いた横断調査ではなく、指導行動の観察を含んだ縦断研究
を行う予定であった。しかしながら新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、実際の指導現場に
入っての縦断研究の実施ができなかったため、最終的には質問紙を用いた横断調査での検討に
なってしまった。横断調査では関係性しか検討できないため、今後は「学習者と指導者の関係性
と実際の指導者から学習者への言葉がけの関連性」や「実際の指導者の言葉がけと学習者のサッ
カー有能感の変化の関連性」について縦断的な研究を行う必要がある。 
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